



















　私は 1975 年にこの大学に参りました。5 期生の入学した時です。76 年には別科ができ、以来
留学生の日本語教育に当たってきました。
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年春、先生が訪中されました。そして、皆さん方ご存知でしょうけれども 1974 年の 12 月 5 日、
















































でお馴染みの留学生喫茶は翌年 1977 年に生まれました。そして 1985 年にもう今無くなりました
けど、今はこの中央教育棟の中に含まれた第二通教棟というところに移りまして、ここで初めて
創価大学の留学生の受け入れ （1）
◦ 1971年 開学 『新・人間革命』15巻 72年 日中国交正常化
◦ 1975年 中国から６名の留学生を受け入れる 『新・人間革命』２１巻
◦ 1976年 別科日本語研修課程開設 9月より私費留学生の受け入れ
◦ 中国政府派遣留学生 アリゾナ大学 ポールバレリー大学
◦ モスクワ大学 ルンド大学等からの交換留学生
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たんですね。それを 21 世紀の初めに 10 万人にもっていこうという、そういうような政策を打ち
出します。これがいわゆる「留学生受入れ 10 万人計画」です。そして日本では非常に経済成長
も大きくなってきた、これはそういう時期で留学生数はこういう形で順調に伸びていきました。





































うに、スライドの一番の上が 12 月 31 日の会談です。そして、翌月の 1 月 28 日に、受け入れの
実質的な事務の打ち合わせがあり、4 月 7 日に滝山寮、それから朝風寮に彼らが入寮します。そ
してこの入寮式には、先生自らがお越しになります。ありえないでしょ？　入寮式に創立者がお
見えになるなんて。創立者は寮生の皆さん方にお話をされる。この翌日には、留学生を学園にお




























下との会見も行われました。そして 5 月 2 日に、再び大学にお越しになった時に、留学生を呼ば




































































































れども 2010 年別科の閉科になる前の年の 5 月の時には 41 カ国から 297 名の留学生にまで増えて
いきました。35 年目でしょうか。そして現在 2015 年、この 5 月 1 日では正式に創価大学が受け




































































































































かな、5 年とか 10 年とか、そして 20 年 30 年先、先ほどのあの桜の枝ですらも 30 年であんなに
変わる。だから今 10 年に満たない時期であんまり悩まなくてもいいのかなと思っています。そ
れぞれ長い人生を振りかえってみて、あの時はこうだったかなというのでもいいのかなと思って
います。私がもう一つ言いたいのは、別科というのは留学生に言わせると地獄なんだって（笑）。
なぜかというと、一年間で物凄くハードな日本語教育を受けるわけです。私短大に行った時に皆
さんにね「二年間で勉強するの大変でしょ。」とよく言われました。「でも私は一年間でやってき
たんです」と。だからそんなに心配することないかもと実は心の中では思うこともありました。
一年間で留学生がどれだけ成長するか、っていうのを目の当たりにして私たちは仕事をさせてい
ただいてきたんですね。ですから、例えばよく別科地獄だとか言われた。学生さんたちに「月曜
日の試験はやめてください。」月曜日の朝、必ず一週間のレビューテストをするのですが、今も
あります？（会場から「あります」の声）あるそうです。日曜日にゆっくり出来ないからやめて
くださいということを随分言われました。でもやり続けたんですね。それはなぜかというと、た
くさんの時間とお金と色々な人の思いを受けてきたわけだから、力をつけてほしい。そんな思い
がありました。だからその時期にどれだけ勉強するか、そして自分自身がどれだけ誓いを果たそ
うとするか、その思いというのは必ずどこかで開く。だからお国のために、でも、私が留学生
にお願いしたいのは、或いは皆さん方日本の方々にもお願いしたいのは、「平和のために生きて」
ということなんです。だから、もちろん自分自身のためにきちっと自分自身の生活を考えていく。
でも心の先に、本当に平和のために何か一つでもいいから自分自身の人生をかけてほしい。それ
は、日本でも中国でも韓国でもアメリカでもどこでもいいんです、ブラジルでも。「人のために
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生きる」というこれが創価の教育の一つの原点だというふうに思っています。
